
別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和７年度）
（単位：円）

（備考） 事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

消防施設整備事業 広島県北広島町 5,130,400 5,130,400

番号 措置名 交付金事業の名称 交付金事業者名又は間接交
付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備考



Ⅱ．事業評価個表（令和７年度）
（単位：円）

番号 事業名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

消防施設整備事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 広島県北広島町

交付金事業実施場所 広島県山県郡北広島町川戸

交付金事業の概要

北広島町では町内消防団の地域団員数の格差と、地域災害対応拠点である消防団消防施設（屯所等）において座
敷やトイレなど詰所機能が整わず活動環境が悪い状況にある施設の整備が課題となっており、今後計画的に消防
団の配備バランスの改善を図るとともに、地域集会所等既存施設も活用しながら消防団施設の整備を行います。
そのような中、川戸地区を管轄する北広島町消防団第７分団第２班においては、既存施設２施設（中川戸、下川
戸）を廃止し、旧川迫小学校に隣接する町有地に車庫を新設することとし、活動環境の改善と団員の負担軽減、
消防力の強化を図ります。新設する車庫は、多雪地型の既製品を整備します。
【仕様】整地工事、仮設工事、基礎工事（ベタ基礎）、本体工事（既製品の多雪地型プレハブ倉庫20.10㎡）、
外構工事、電気設備工事（分電盤、ＬＥＤ照明器具、コンセント、換気扇）　

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

北広島町長期総合計画（令和4年3月改訂）
施策分野4「生活基盤の強化・強靱化」
6　「災害や緊急時に強い地域社会の実現」
②　持続可能な消防力の確保
町民アンケートにおいて、重要度の高かった「消防・救急」について、住民の生命や財産を守り、緊急時におい
て迅速かつ的確な対応ができるよう、消防隊員の資質の向上や施設・設備及び装備の整備・更新を進め、消防・
救急体制を強化します。特に老朽化が進み、かつ耐久性を有しない消防本部・消防署庁舎については、将来の消
防のあり方を見据えつつ、防災拠点確保の観点からも早急な建て替え更新を進めていきます。町民の高齢化等に
伴う救急ニーズの変化などを把握し、計画的に着実に実施できる体制整備を進めます。地域の自主防災組織や地
域防災リーダー、地域代表者等の支援を行い、災害対策を行う機運を高めるとともに、自助・共助が機能するよ
う講習会等で災害対応に関する啓発を行います。

成果指標：住民・自主防災組織・幼少年女性防火クラブ員の参加人数
　基準値：10,935人（R2）　目標値：延25,000人（R4～8）
成果指標：救急救命講習の受講者数
　基準値：1,257人（R2）　目標値：2,500人/年（R4～8）



事業開始年度 令和７年度 事業終了（予定）年度 令和７年度

事業期間の設定理由

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

成果実績 ％ 100

目標値 ％ 100

達成度 ％ 100

評価年度の設定理由

設置工事の完了時に成果の評価を行うことができるため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

活動指標 単位 令和５年度 令和６年度 令和７年度

活動実績 棟 1 1 1

活動見込 棟 1 1 1

達成度 ％ 100 100 100

交付金事業の総事業費等 令和５年度 令和６年度 令和７年度 備考

総事業費 10,802,000 6,983,900 5,130,400

交付金充当額 10,802,000 6,983,900 5,130,400

うち文部科学省分

うち経済産業省分 10,802,000 6,983,900 5,130,400

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

消防施設整備事業 指名競争入札
株式会社ジール
（北広島町）

5,130,400

交付金事業の担当課室 北広島町　危機管理課

交付金事業の評価課室 北広島町　危機管理課

団員の活動環境改善
のため整備する消防
施設の計画実施率

100％

令和4年度・令和5年度・
令和6年度・令和7年度に
整備する消防施設（4箇
所）／計画に基づき町全
体で整備する消防施設

（4箇所）

交付金事業の活動指標及
び活動実績 消防施設1棟の新設

交付金事業の成果目標及
び成果実績



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和７年度）
（単位：円）

（備考） 事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

外部給電器購入事業 広島県北広島町 1,306,800 1,306,800

番号 措置名 交付金事業の名称 交付金事業者名又は間接交
付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備考



Ⅱ．事業評価個表（令和７年度）
（単位：円）

番号 事業名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

外部給電器購入事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 広島県北広島町

交付金事業実施場所 広島県山県郡北広島町有田1234　北広島町役場　危機管理課

交付金事業の概要

災害時の迅速な応急対策と、早期復旧を進めるため、電気自動車を災害時の非常用電源として活用するための外
部給電器を２台導入する。外部給電器とは、電気自動車に充電された電気を取り出し家庭用電源として使用する
ための装置のことある。外部給電器を用いることにより、避難所等の停電時において、電気自動車を「移動式電
源」として電力を供給することができる。
平時においては、地域住民が参加する防災啓発活動において、電気自動車を利用した電源供給の訓練を行い、実
際の給電方法を学ぶことで、災害時の対応力を高めることが期待できる。
当装置の導入により、災害や緊急時に強い地域社会を実現でき、あわせて、再生可能エネルギーの利活用による
環境保全に関わる取り組みを進めることができる。

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

北広島町長期総合計画（令和4年3月改訂）
施策分野4「生活基盤の強化・強靱化」
4　「生物多様性の保全と持続可能な循環型社会の形成」
③再生可能エネルギーの利活用による環境保全対策の推進
　関係機関との連携を図りながら、再生可能エネルギーの導入や森林の保全、公害の防止等地球温暖化対策や環
境保全対策に関わる取り組みを進めます。
　また、再生可能エネルギーの普及啓発を図り、環境性能に優れた車輛や、環境に配慮した機器の導入を促進し
ます。
6　「災害や緊急時に強い地域社会の実現」
①防災体制と災害時の対応強化
　地域における防災意識を高め、地域住民の手による自主防災組織の育成や学び塾のプログラムを通じた地域防
災リーダーの自律的な活動促進、学校教育との連携による防災の担い手育成、避難行動要支援者に対する支援体
制を構築するとともに、広域的な連携によって様々な状況に対応できるよう、出水期前の防災会議等の開催や各
種防災訓練の実施など、より強固な防災体制づくりを進めます。
　浸水被害や土砂災害等の発生のおそれのある区域の把握及び防災・減災対策を講じるとともに、災害時には、
迅速な応急対策と早期復旧を進めます。



事業開始年度 令和７年度 事業終了（予定）年度 令和７年度

事業期間の設定理由 －

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和８年度

成果実績 回

目標値 回 5

達成度 ％

評価年度の設定理由

事業完了が令和７年度末になるため、令和８年度の防災啓発活動実施数で評価を行う。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

活動指標 単位 令和７年度

活動実績 台 2

活動見込 台 2

達成度 ％ 100

交付金事業の総事業費等 令和７年度 備考

総事業費 1,306,800

交付金充当額 1,306,800

うち文部科学省分

うち経済産業省分 1,306,800

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

外部給電機購入 少額随意契約
中川商会有限会社
（北広島町）

1,306,800

計 1,306,800

交付金事業の担当課室 北広島町　危機管理課

交付金事業の評価課室 北広島町　危機管理課

防災イベントや避難
訓練等での使用回数　

５回

外部給電器を用いた防災
啓発活動実施数

交付金事業の活動指標及
び活動実績 外部給電機購入

交付金事業の成果目標及
び成果実績



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和７年度）
（単位：円）

（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

小型動力ポンプ整備事
業

広島県北広島町 2,794,000 2,794,000

番号 措置名 交付金事業の名称 交付金事業者名又は間接交
付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備考



Ⅱ．事業評価個表（令和７年度）
（単位：円）

番号 事業名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

小型動力ポンプ整備事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 広島県北広島町

交付金事業実施場所 山県郡北広島町都志見

交付金事業の概要

本町消防団では、小型動力ポンプを31台所有しているものの、老朽化し更新時期を迎えている小型動力ポンプ
を多く抱えています。小型動力ポンプ製造会社の機能を確実に発揮する推奨使用期間は10年を目安とされてい
るなか、別紙のとおり製造から41年経過しているものもあり、消防車に積載する資機材と合わせ、故障が発生
するリスクが高くなっています。小型動力ポンプ・装備資機材の更新を行わないままでは、災害時等の場面
で、地域住民が期待する安全安心を担保すべき本来の機能を十分に果たすことが困難な状況であり、故障が頻
繫に発生しているものから更新するため、交付金を活用し小型動力ポンプと装備資器材を購入します。また、
平時にはポンプ操法訓練で使用し、放水技術の向上と消防団員の連携を強化することで、持続可能な消防力の
確保に努めます。

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

北広島町長期総合計画（令和4年3月改訂）
施策分野4「生活基盤の強化・強靱化」
6　「災害や緊急時に強い地域社会の実現」
【施策の方向性】
災害時の体制として、公共施設等の計画的な整備の検討に取り組むとともに、避難所の適正配置や要配慮者の
避難、男女の性差等にも配慮した避難所運営等、災害時支援体制の確保に取り組みます。バランスの取れた
「自助・共助・公助」の仕組みづくりをすすめ、特に公助の担い手である常備消防については、必要不可欠な
社会基盤の一つとして、署所配置の検討を含め持続可能な消防力の確保をめざします。
また、平時より危険箇所の把握や災害時の対応策について住民に周知・啓発し、地域防災リーダー及び地域の
防災組織活動の支援を行います。
消防・救急体制としても、消防車両等や訓練施設を含めた消防庁舎の整備更新、消防隊員の資質向上、救急救
命士の養成、住民の救急救命等に関する意識啓発・機運醸成に取り組みます。



事業開始年度 令和７年度 事業終了（予定）年度 令和７年度

事業期間の設定理由

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

成果実績 ％ 100

目標値 ％ 100

達成度 ％ 100

評価年度の設定理由

事業終了後、早急に評価を行うため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

活動指標 単位 令和７年度

活動実績 台 1

活動見込 台 1

達成度 ％ 100

交付金事業の総事業費等 令和７年度 備考

総事業費 2,794,000

交付金充当額 2,794,000

うち文部科学省分

うち経済産業省分 2,794,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

小型動力ポンプ一式購入 指名競争入札
株式会社

クマヒラセキュリティ
2,794,000

交付金事業の担当課室 北広島町　危機管理課

交付金事業の評価課室 北広島町　危機管理課

昭和５０年代製造
小型動力ポンプの

更新率100％

昭和６０年代以降
製造小型動力ポン
プ数／所有ポンプ

数

交付金事業の活動指標及
び活動実績 小型動力ポンプ一式購

入

交付金事業の成果目標及
び成果実績


